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史
料
紹
介後
桜
町
女
帝
年
譜
稿
所
よ
尽
子
後桜町女帝年譜稿
〔解
説
〕
わ
が
国
に
は
、
歴
史
上
八
人
の
女
帝
(
う
ち
二
人
は
重
祚
で
あ
る
)
が
お
ら
れ
た
。
古
代
の
六
帝
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
近
世
江
戸
時
代
の
二
人
、
と
り
わ
け
最
後
の
女
帝
と
な
ら
れ
た
後
桜
町
天
皇
に
関
し
て
は
、
そ
の
厖
大
な
宸
記
(
四
十
一
巻
)
お
よ
び
一
六
〇
〇
余
首
に
も
の
ぼ
る
御
製
の
和
歌
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
事
績
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
　
そ
こ
で
私
は
、
今
後
こ
の
後
桜
町
天
皇
の
御
製
和
歌
を
通
し
て
、
宸
記
の
解
読
も
試
み
つ
つ
、
天
皇
の
こ
生
涯
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
い
わ
ば
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
女
帝
の
年
譜
を
作
成
す
る
。
特
に
『
続
史
愚
抄
』
(
聴
黼
国
史
大
系
15
)
の
記
述
の
中
か
ら
主
に
和
歌
関
係
の
記
事
を
と
り
出
し
、
こ
れ
に
『
宸
翰
英
華
』　
(
第
二
冊
)
と
『
列
聖
全
集
』
　
「御
製
集
」
第
十
一
巻
「後
桜
町
天
皇
御
製
し
(『
皇
室
文
学
大
系
』
第
三
輯
所
収
)
を
加
え
て
み
て
い
く
。
　
近
世
の
堂
上
歌
壇
に
関
す
る
研
究
は
、　
『
近
世
堂
上
和
歌
論
集
』
　
(
明
治
書
院
刊
、
一
九
八
九
)
お
よ
び
鈴
木
健
一
氏
著
『
近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究
』
　
(
汲
古
書
院
刊
、　
一
九
九
一
)
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
江
戸
前
期
の
後
陽
成
院
・
後
水
尾
院
・
霊
元
院
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
比
べ
て
江
戸
後
期
の
桜
町
院
・
後
桃
園
院
そ
し
て
後
桜
町
院
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
　
そ
こ
で
本
稿
は
、
ま
ず
「後
桜
町
女
帝
年
譜
稿
」
と
し
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
後
桃
園
天
皇
へ
の
こ
譲
位
ま
で
を
扱
う
。
年
譜
事
項
の
う
ち
、
説
明
を
要
す
る
こ
と
は
補
注
に
略
記
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
な
お
、
主
な
典
拠
と
し
た
『
続
史
愚
抄
』
の
編
者
柳
原
紀
光
(
延
享
三
ー
寛
政
十
二
〈
一
七
四
六
-
一
八
〇
〇
〉
)
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
　
柳
原
紀
光
(も
と
光
房
)
は
、
紀
伝
道
を
以
て
立
つ
柳
原
家
に
生
ま
れ
た
。
父
は
権
大
納
言
光
綱
、
母
は
近
江
守
織
田
信
休
の
女
郁
子
で
あ
る
。
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
従
四
位
上
蔵
人
頭
、
以
後
累
進
し
て
、
同
八
年
(
一
七
七
一
)
参
議
、
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
正
三
位
権
大
納
言
に
昇
り
、
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
正
二
位
と
な
る
。
そ
の
間
、
桃
園
・
後
桜
町
・
後
桃
園
・
光
格
天
皇
の
四
朝
に
仕
え
、
頗
る
順
調
な
昇
進
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
は
「彼
の
す
ぐ
れ
た
才
能
と
公
事
精
励
の
結
果
」
で
あ
る
と
共
に
「
関
白
近
衛
内
前
の
推
輓
に
よ
る
」
と
い
う
(武
部
敏
夫
氏
「続
史
愚
抄
」、　
『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
上
巻
、
一
八
四
頁
)。
　
し
か
る
に
、
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
五
月
、
紀
光
は
假
を
申
さ
ず
密
か
に
近
江
の
長
命
寺
へ
詣
し
た
こ
と
で
、
光
格
天
皇
の
勅
勘
を
蒙
る
。
ま
も
な
く
勅
免
さ
353
史 窓
れ
た
が
、
そ
れ
を
機
に
自
ら
官
途
を
た
ち
、　
「紀
伝
之
職
」
に
あ
っ
た
亡
父
光
綱
の
遺
志
を
継
承
し
て
〃
国
史
"
の
編
纂
に
力
を
尽
く
す
。
そ
れ
か
ら
晩
年
ま
で
二
十
余
年
か
け
て
『続
史
愚
抄
』
四
十
八
巻
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
凡
例
「
正
確
な
史
実
を
求
め
、
記
事
の
考
拠
を
重
ん
ず
る
紀
光
の
態
度
」
　
(
武
部
氏
同
上
　
一
七
九
頁
)
が
貫
か
れ
て
お
り
、
信
頼
度
の
高
い
歴
史
書
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
一
、
年
譜
の
関
係
事
項
の
中
※
は
後
桜
町
女
帝
の
直
接
関
係
事
項
で
は
な
い
が
重
要
事
項
。
一
、
年
号
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
の
上
は
西
暦
、
下
は
後
桜
町
女
帝
の
年
令
を
示
す
。
一
、
後
桜
町
上
皇
時
代
か
ら
崩
御
ま
で
の
年
譜
に
つ
い
て
は
「後
桜
町
上
皇
年
譜
稿
」
と
し
て
　
(
平
成
十
三
年
三
月
刊
)
に
掲
載
。
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要
』
　
〈
外
国
語
学
部
編
〉
第
四
十
集
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年
号
韆
関
係
事
項
補
注
元
文
五
(
一
七
四
〇
・
1
)
寛
　
保
　
元
(
一
七
四
一
・
2
)
寛
　
保
　
二
(
一
七
四
二
・
3
)
延
　
享
　
元
(
一
七
四
四
・
5
)
延
　
享
　
二
(
一
七
四
五
・
6
)
延
享
三
(
一
七
四
六
・
7
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
8
・
3
　
桜
町
天
皇
の
第
二
皇
女
と
し
て
、
母
准
后
舎
子
(
二
条
故
関
白
吉
忠
女
)
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
サ
　
　
　
　
里
殿
(
中
筋
に
あ
り
)
に
誕
生
、　
「
以
茶
宮
」
と
号
す
。
9
・
13
　
母
后
と
共
に
土
御
門
内
裏
に
入
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
正
・
17
御
垂
髪
(
御
髪
寅
な
り
)
。
　
　
　
※
2
・
9
桜
町
天
皇
の
第
一
皇
子
誕
生
、
「
八
穂
宮
」
(
桃
園
天
皇
で
あ
る
)
　
　
　
　
と
号
す
。
12
・
9
　
桜
町
天
皇
第
一
皇
女
盛
子
内
親
王
(
母
舎
子
、
5
歳
、
　
　
　
　
「
美
喜
宮
」
)
御
髪
翦
。
12
・
26
　
御
色
直
。
1
・
25
　
御
着
裳
、
髪
剪
あ
り
。
O
O
　
・
※
-o
・
5
　
「
八
穂
宮
」
(
母
典
侍
藤
原
定
子
)
、
舎
子
を
母
儀
と
し
、
そ
の
　
　
曹
司
(禁
裏
北
殿
)
に
渡
り
、
二
条
家
を
以
っ
て
外
戚
と
す
。
12
・
8
　
　
「
八
穂
宮
」　
(
5
歳
)
を
「茶
地
宮
」
と
改
称
。
御
髪
剪
、
御
着
袴
を
舎
子
　
　
の
曹
司
に
お
い
て
行
う
。
※
6
・
25
同
母
姉
二
品
盛
子
内
親
王
(
10
歳
)
薨
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ケ
4
　
「以
茶
宮
」
を
改
め
「緋
宮
」
と
称
す
。
A
御
父
の
桜
町
天
皇
は
こ
の
時
二
十
歳
。
中
御
門
天
皇
の
第
一
　
皇
子
で
、
御
母
は
前
摂
政
藤
原
家
煕
の
女
尚
子
。
B
御
母
の
舎
子
は
こ
の
と
き
二
十
一
歳
。
母
は
菅
原
利
子
(綱
紀
の
女
)。
後桜町女帝年譜稿
延
享
　
四
(
一
七
四
七
・
8
)
寛
延
　
元
(
一
七
四
八
・
9
)
寛
延
　
二
(
一
七
四
九
・
10
)
寛
延
　
三
(
一
七
五
〇
・
1
)
宝
　
暦
元
(
一
七
五
一
・
12
)
宝
　
暦
　
二
(
一
七
五
二
・
13
)
宝
　
暦
　
三
(
一
七
五
三
・
14
)
12
・
24
　
疱
瘡
治
る
。
先
日
来
、
疱
瘡
流
布
す
。
　
　
　
※
2
・
28
下
御
所
(
後
院
、
正
親
町
院
以
降
、
凡
代
々
の
仙
洞
の
地
)
を
今
　
　
　
　
よ
り
桜
町
殿
と
称
す
。　
3
・
15
　
儲
皇
假
仁
親
王
(
7
歳
)、
小
御
所
に
お
　
　
　
　
い
て
元
服
の
儀
あ
り
。
3
・
16
　
遐
仁
親
王
を
皇
太
子
と
な
す
。
4
・
16
　
　
　
　
今
日
よ
り
三
力
日
、
安
鎮
小
法
を
桜
町
殿
(
脱
腱
後
仙
洞
)
で
行
う
。
4
・
　
　
　
　
19
　
今
日
よ
り
三
力
日
、
安
鎮
小
法
を
桜
町
殿
北
殿
(
譲
位
後
中
宮
御
所
)
　
　
　
　
で
行
う
。
5
・
2
　
天
皇
(
28
歳
)
、
皇
太
子
(
7
歳
)
に
譲
位
し
、
桜
町
　
　
　
　
殿
へ
行
幸
。
次
い
で
准
后
舎
子
も
同
北
殿
へ
移
ら
る
。
同
日
、
土
御
門
里
内
　
　
　
　
で
受
禅
。
5
・
27
　
舎
子
(
32
歳
)
を
皇
太
后
(
大
宮
と
称
す
)
と
す
。
5
・
28
　
御
紐
直
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
9
・
1
　
緋
宮
の
御
名
字
智
子
と
治
定
す
(
親
王
宣
下
已
前
な
り
)。
　
　
　
※
2
・
2
桜
町
殿
(
院
御
所
)
に
お
い
て
、
水
無
瀬
宮
御
影
供
和
歌
会
あ
り
　
　
　
　
(題
は
「花
添
二春
色
こ
)。
3
・
18
　
院
に
お
い
て
、
柿
本
神
影
供
和
歌
御
　
　
　
　
会
あ
り
(題
は
「山
花
似
レ雲
」)
。
3
・
28
　
内
親
王
宣
下
あ
り
。
上
卿
は
新
大
納
言
雅
香
、
勅
別
当
は
日
野
中
納
言
光
胤
、
　
　
　
　
奉
行
は
蔵
人
頭
左
大
弁
俊
逸
朝
臣
。
　
　
　
※
4
・
23
上
皇
、
今
暁
已
来
、
御
悩
増
気
(
脚
気
)
、
辰
刻
、
桜
町
殿
に
て
　
　
　
　
崩
御
(
31
歳
)。
4
・
29
　
桜
町
院
と
追
号
す
。
5
・
18
　
泉
涌
寺
に
葬
る
。
　
　
　
　
6
・
26
　
舎
子
、
青
綺
門
院
と
院
号
す
。
落
餝
(
薙
髪
)。
6
・
12
　
和
歌
御
会
始
。
題
は
「
緑
松
臨
池
」　
(
飛
鳥
井
大
納
言
雅
香
が
出
す
)
こ
の
　
　
　
　
と
き
、
御
歌
一
首
が
あ
る
。
1
・
27
　
　御
歯
里
州。
8
・
29
　
泉
涌
寺
に
詣
で
給
う
(
密
儀
)
。
　
　
き
み
が
代
の
千
と
せ
か
さ
ね
て
み
ど
り
な
る
　
　
　
　
か
げ
を
み
池
に
う
つ
す
松
が
え
ω
　
こ
の
御
歌
は
、　
『
宸
翰
英
華
』
第
二
冊
、
四
八
五
頁
、
一
　
一
四
八
「
宸
翰
御
懐
紙
」
一
枚
(
東
山
御
文
庫
御
物
)
と
さ
　
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
和
歌
御
会
始
」
で
詠
ま
れ
た
一
　
首
が
後
桜
町
天
皇
の
初
出
歌
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
　
思
わ
れ
る
。
す
で
に
十
二
歳
で
こ
の
よ
う
な
お
歌
を
詠
ん
で
　
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
355
史 窓
宝
暦
五
(
一
七
五
五
・
16
)
宝
暦
六
(
一
七
五
六
・
17
)
宝
暦
八
(
一
七
五
八
・
19
)
宝
暦
九
(
一
七
五
九
・
20
)
宝
暦
十
(
一
七
六
〇
・
21
)
宝
暦
十
二
(
一
七
六
二
・
23
)
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7
※
1
・
4
中
務
卿
職
仁
親
王
、
和
歌
天
仁
遠
波
ロ
伝
を
日
野
大
納
言
光
綱
卿
　
に
授
く
(勅
許
に
ょ
る
)。
同
17
　
大
歌
所
を
再
興
す
(
去
る
10
・
25
西
園
　
寺
大
納
言
公
晃
を
別
当
に
補
す
)。
※
1
・
26
従
三
位
藤
原
富
子
(
前
関
白
兼
香
女
)
入
内
。
同
27
女
御
宣
下
　
あ
り
(
口
宣
)。
※
4
・
23
桜
町
院
七
回
聖
忌
の
御
仏
事
が
般
舟
三
昧
院
と
泉
涌
寺
で
行
わ
れ
　
る
。
5
・
13
　
後
院
(桜
町
院
)
鎮
守
社
正
遷
宮
。
9
・
16
　
天
皇
(
16
　
　
歳
)、
和
歌
天
仁
遠
波
の
御
伝
受
あ
り
、
　
※
3
・
7
　
天
皇
(
18
歳
)
御
拭
黛
。
7
　
　
中
筋
里
殿
に
お
い
て
降
誕
、　
「
若
宮
」
　
※
正
・
18
　
「若
宮
」
・
28
　
無
品
智
子
内
親
王
に
一
品
宣
下
あ
り
　
　
言
季
晴
、
　
※
3
・
21
女
御
従
三
位
富
子
(
17
歳
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒデ
職
仁
親
王
が
授
け
奉
る
。
・
2
　
第
一
皇
子
、
母
女
御
富
子
の
(
後
桃
園
天
皇
で
あ
る
)
と
号
す
。
　
　
　
　
を
以
っ
て
儲
皇
と
称
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
口
宣
、
奉
行
は
蔵
人
頭
右
大
弁
韶
房
朝
臣
。
直
叙
)
。
上
卿
は
三
条
大
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
准
三
宮
の
宣
下
あ
り
。
5
・
15
　
　
儲
皇
(
2
歳
)
御
名
英
仁
親
王
宣
下
あ
り
。
・
21
　
女
院
(青
綺
門
院
)
御
所
よ
り
、
桜
町
殿
新
第
(
女
院
御
所
同
郭
、
南
方
に
　
　
在
り
)
に
移
る
。
　
※
7
・
12
天
皇
脚
気
御
悩
あ
り
。
・
20
　
天
皇
御
悩
で
あ
り
、
も
し
「
御
事
」
が
あ
ら
ば
、
儲
皇
親
王
が
未
だ
五
歳
で
　
　
践
祚
を
ど
う
こ
う
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
幼
稚
の
間
、
今
上
の
姉
　
　
　
で
あ
る
智
子
内
親
王
に
暫
く
践
祚
あ
っ
て
、
親
王
が
十
歳
頃
に
譲
位
あ
る
べ
　
　
　
き
旨
、
勅
定
あ
っ
た
由
、
関
白
近
衛
内
前
が
沙
汰
せ
ら
た
。
同
日
、
智
子
内
　
　
親
王
は
桜
町
殿
よ
り
御
入
内
(
密
儀
)。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
※
7
・
21
今
暁
寅
刻
、
天
皇
(
2
歳
)
常
御
所
に
崩
御
。
②
崩
御
さ
れ
た
の
は
「琴
碁
書
画
絵
間
」
で
あ
っ
た
。
実
は
　
去
る
十
二
日
未
刻
に
崩
ぜ
ら
れ
た
が
「依
急
御
継
体
喜
二
往
謌
　
返
予
関
東
嚇
因
及
二
今
日
こ
ん
だ
と
い
う
。
③
　
　
「
聖
廟
内
々
御
法
楽
」
と
い
う
が
、
不
明
。
柳
原
紀
光
の
　
『
続
史
愚
抄
』
に
も
、
こ
の
日
の
記
事
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
　
『
列
聖
全
集
』
「
後
桜
町
天
皇
御
製
」
(『
皇
室
文
学
大
系
』
　
第
三
輯
所
収
、
以
下
『
列
聖
』
と
略
称
す
)
の
方
も
、
宝
暦
　
十
四
年
(
一
七
六
四
)
か
ら
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
　
か
し
、　
『
宸
翰
英
華
』
　
(第
二
冊
)
=
五
四
「宸
筆
御
短
　
冊
」
一
枚
(
東
山
御
文
庫
御
蔵
)
に
次
の
ご
と
く
み
え
る
。
　
　
　
　
社
頭
松
　
　
千
世
か
け
て
あ
ふ
ぐ
北
野
玉
一
夜
ま
つ
　
　
　
　
め
ぐ
み
あ
ま
ね
く
猶
も
さ
か
へ
む
　
こ
れ
に
つ
い
て
「
裏
書
に
よ
れ
ば
宝
暦
十
三
年
八
月
二
十
五
　
日
聖
廟
内
々
御
法
楽
の
御
製
で
、
ま
さ
に
践
祚
の
翌
年
に
当
　
る
。
」
(
四
八
八
頁
)
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
ω
　
こ
の
目
、
読
師
を
つ
と
め
た
の
は
、
権
大
納
言
兼
胤
、
講
　
師
は
蔵
人
頭
左
中
弁
隆
望
、
講
頌
は
権
中
納
言
雅
重
(
発
　
声
)
で
あ
っ
た
。
蔵
人
左
少
弁
光
房
も
詠
進
し
て
い
る
。
こ
　
の
光
房
が
の
ち
に
改
名
し
、
柳
原
紀
光
と
な
る
(
『
続
史
愚
　
抄
』
の
作
者
)
。
『
列
聖
』
に
こ
の
日
の
御
製
が
収
め
ら
れ
　
て
い
る
。
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後桜町女帝年譜稿
宝
暦
十
三
(
一
七
亠ハ
一ご
・
以
)
明
和
元
(
一
七
六
四
・
25
)
明
和
二
(
一
七
六
五
・
26
)
7
・
21
　
来
る
二
十
七
日
、
智
子
内
親
王
践
祚
の
事
、
治
定
す
。
な
お
、
昨
日
よ
り
入
　
　
　
　
内
さ
れ
て
い
る
の
で
「渡
御
の
儀
」
に
は
及
ぼ
な
い
。
7
・
27
　
土
御
門
殿
　
　
　
　
に
お
い
て
践
祚
の
儀
あ
り
。
前
左
大
臣
近
衛
内
前
の
関
白
を
改
め
て
摂
政
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト　
シ　　コ
　
　
　
　
為
す
。
7
・
29
　
御
諱
の
訓
を
改
め
て
登
志
子
と
為
す
。　
(
元
、
佐
登
子
)
　
　
　
※
同
日
、
先
帝
追
号
を
「桃
園
院
」
と
す
。
　
　
　
※
2
・
10
先
帝
実
母
藤
原
定
子
に
門
号
宣
下
あ
り
、
開
明
門
院
と
号
す
。
落
　
　
　
　
餝
(
薙
髪
)
。
1
・
10
　
儲
皇
親
王
(
6
歳
)
禁
裏
三
間
(
日
来
、
准
后
富
　
　
　
　
子
の
曹
司
に
坐
す
)
に
お
い
て
御
髪
剪
、
御
着
袴
等
あ
り
(
密
儀
)
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
8
・
25
　
聖
廟
内
々
御
法
楽
。
1
・
18
　
摂
政
(内
前
)
直
盧
に
お
い
て
、
即
位
の
礼
服
御
覧
あ
り
。
1
・
27
　
紫
宸
正
・
24
正
・
24
8
・
16
1
・
3
殿
に
お
い
て
即
位
礼
、
行
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
④
代
始
和
歌
御
会
始
。
垂
簾
出
御
。
題
は
「松
色
春
久
」
　
(飛
鳥
井
前
大
納
言
雅
香
、
出
す
)
。
御
製
読
師
は
、
摂
政
内
前
で
あ
る
。
正
・
26
　
和
歌
当
座
御
会
あ
り
。
当
年
初
度
、
垂
簾
出
御
。
8
・
10
　
御
学
問
所
に
お
い
て
蹴
鞠
御
覧
あ
り
、
垂
簾
恒
の
如
し
。
8
・
15
　
小
御
所
に
お
い
て
詩
歌
当
座
御
会
あ
り
。
垂
簾
出
御
。
和
歌
御
会
始
。
題
は
「初
春
祝
レ
道
」　
(
民
部
卿
為
村
出
す
)
。
　
　
　
　
　
⑤
内
裡
和
歌
御
会
。
題
は
「
十
六
夜
月
」
。
9
・
4
　
和
歌
天
仁
遠
波
御
伝
受
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
あ
り
。
中
務
卿
職
仁
親
王
が
、
こ
れ
を
授
け
奉
る
。
9
・
9
　
和
歌
御
会
。
題
は
「
重
陽
宴
」
。
9
・
28
　
和
歌
当
座
御
会
(
御
伝
受
の
後
な
り
)
。
題
は
「
玉
津
嶋
月
」
、
「和
歌
浦
松
」
(
二
首
、
懐
紙
な
り
。
民
部
卿
為
村
こ
れ
を
出
す
)
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
内
侍
所
御
法
楽
和
歌
当
座
御
会
あ
り
。
1
・
7
　
今
日
よ
り
三
力
夜
、
内
侍
所
御
神
楽
行
わ
れ
る
(
勅
願
、
和
歌
御
伝
受
の
故
か
)
。
天
皇
御
さ
ず
。
　
　
　
い
く
春
も
な
ほ
色
そ
へ
よ
す
べ
ら
ぎ
の
　
　
　
　
世
世
の
さ
か
え
を
契
る
松
が
枝
⑤
　
こ
の
和
歌
御
会
は
、　
『続
史
愚
抄
』
に
は
み
え
な
い
。
　
『
列
聖
』
に
は
、　
「
十
六
夜
月
」
の
題
で
み
え
る
。
　
　
さ
や
け
さ
は
昨
日
の
影
に
変
ら
ず
も
　
　
　
　
待
ち
出
で
て
む
か
ふ
十
六
夜
の
月
⑥
　
こ
の
時
、
職
仁
親
王
に
賜
わ
っ
た
の
が
次
の
御
製
で
あ
る
。
　
　
　
し
き
し
ま
の
み
ち
の
め
ぐ
み
に
わ
れ
も
い
ま
　
　
　
　
も
れ
ぬ
を
あ
ふ
ぐ
時
は
こ
の
と
き
　
こ
れ
は
、
『
宸
翰
英
華
』
第
二
冊
四
八
五
～
六
頁
に
収
め
ら
　
れ
て
い
る
高
松
宮
御
蔵
の
一
一
四
九
の
「宸
筆
御
懐
紙
」
で
　
あ
る
。
　
　
さ
ら
に
同
じ
く
「
そ
の
時
の
御
当
座
の
御
製
で
あ
る
」
　
(
四
八
六
頁
)
一
一
五
一
の
「
宸
筆
御
懐
紙
(
同
宮
御
蔵
)
　
に
は
二
首
の
御
製
が
み
え
る
。
　
　
　
め
ぐ
み
し
る
道
の
ひ
か
り
も
玉
つ
し
ま
　
　
　
　
く
も
ら
ぬ
月
の
あ
き
に
か
し
こ
き
　
　
　
い
ま
よ
り
は
な
を
ぞ
さ
か
へ
む
い
や
ま
し
に
　
　
　
　
枝
し
げ
く
な
る
和
歌
の
う
ら
ま
つ
⑦
　
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
続
史
愚
抄
』
　
(
明
和
二
年
十
一
月
三
　
日
条
)
で
は
「
依
二
和
歌
御
伝
受
事
一歟
」
と
注
記
し
、
さ
ら
　
に
「組
題
百
首
。
民
部
卿
為
村
出
レ
之
、
於
二
小
御
所
一也
。
」
　
と
つ
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
日
の
読
師
は
飛
鳥
井
前
大
納
言
　
雅
香
、
講
師
は
蔵
人
右
中
弁
光
房
で
あ
る
。
⑧
　
『
列
聖
』
の
方
に
は
み
え
な
い
が
翌
年
も
同
目
に
行
わ
れ
　
て
お
り
、
こ
の
日
も
御
製
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑨
　
こ
の
日
の
読
師
は
権
大
納
言
兼
胤
、
講
師
は
蔵
人
頭
右
中
　
将
公
明
朝
臣
、
講
頌
は
庭
田
前
大
納
言
重
熈
(
発
声
)
、
御
　
製
読
師
は
左
大
臣
尚
実
で
、
同
講
師
は
日
野
中
納
言
資
枝
、
　
奉
行
は
権
中
納
言
雅
重
、
蔵
人
右
中
弁
光
房
も
詠
進
し
て
い
　
る
。　
『
列
聖
』
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
　
こ
の
は
る
の
言
葉
の
花
の
さ
か
え
を
も
　
　
　
　
色
に
見
せ
た
る
そ
の
の
梅
が
枝
⑩
　
　
『
列
聖
』
に
次
の
御
製
が
み
え
る
。
⑪
　
の
ど
け
し
な
ご
ず
ゑ
の
雪
も
う
ち
と
け
て
　
　
か
す
む
園
生
の
春
の
は
つ
風
こ
の
御
会
は
、
宝
暦
十
年
の
例
に
よ
り
小
御
所
に
お
い
て
357
史 窓
明
和
三
(
一
七
六
六
。
幻
)
明
和
四
(
一
七
六
七
・
28
)
　
　
　
※
1
・
29
儲
皇
親
王
家
々
司
職
事
已
下
が
補
せ
ら
る
。
正
・
24
　
和
歌
御
会
始
。
題
は
「禁
苑
春
来
早
」
。
正
・
26
　
和
歌
当
座
御
会
(当
年
　
　
　
　
初
度
)
。
2
・
4
　
勅
題
「寄
レ松
祝
」
の
和
歌
を
人
々
に
召
す
。
　
　
　
※
2
・
17
儒
門
上
達
部
殿
上
人
等
小
御
所
に
お
い
て
講
書
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
2
・
2
　
水
無
瀬
宮
和
歌
御
法
楽
あ
り
(記
録
所
に
お
い
て
な
り
)
。
　
　
　
※
泉
殿
新
造
成
る
。
御
小
座
敷
の
東
に
あ
り
、
今
の
「
御
納
涼
所
」
な
り
。
　
　
　
　
5
・
14
　
儲
皇
親
王
(
9
歳
)
小
御
所
に
お
い
て
御
読
書
始
あ
り
(密
儀
)
。
　
　
　
　
摂
政
内
前
、
前
関
白
道
香
(親
王
外
祖
父
)
な
ど
着
座
。
新
清
三
位
宣
条
が
　
　
　
　
古
文
孝
経
を
授
け
奉
る
(
こ
れ
に
よ
り
従
二
位
と
な
る
)
。
5
・
16
　
三
部
抄
伝
受
あ
り
。
職
仁
親
王
授
け
奉
る
。
　
　
　
※
5
・
27
儲
皇
親
王
、
御
紐
直
。
6
・
13
　
小
御
所
に
お
い
て
和
歌
当
座
御
会
、
正
・
24
和
歌
御
会
。
題
は
「
二
星
期
レ
秋
」
。
出
御
(垂
簾
恒
の
如
し
)
。
Q
ゾ
　
・
Q
ゾ
7
醪　
・
7
ー
和
歌
御
会
。
題
は
「秋
菊
有
二
佳
色
こ
。
　
　
　
　
⑨
和
歌
御
会
始
。
題
は
「梅
有
一佳
色
こ
(
権
中
納
言
雅
重
出
す
)。
去
年
、
和
歌
御
伝
受
が
あ
り
、
今
年
は
御
灌
頂
が
あ
る
の
で
厳
重
。
御
製
読
師
は
左
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
臣
尚
実
で
あ
る
。　
正
・
26
　
和
歌
当
座
御
会
あ
り
(
今
年
初
度
)
。
講
師
は
蔵
人
権
右
中
弁
光
祖
、
奉
行
別
当
は
益
房
。
2
・
2
　
春
日
祭
。
当
社
御
　
　
　
　
　
　
　
⑪
法
楽
和
歌
当
座
御
会
あ
り
。
2
・
3
　
儒
門
公
卿
前
菅
大
納
言
綱
忠
已
下
三
人
、
殿
上
人
大
内
記
為
璞
朝
臣
已
下
六
人
講
書
。
御
簾
の
中
で
聞
食
す
、
恒
の
如
し
。
2
・
9
　
内
侍
所
前
庭
に
お
い
て
「
五
常
楽
千
反
」
あ
り
。
楽
所
輩
奉
仕
す
。
こ
れ
も
、
歌
道
御
灌
頂
の
「
無
為
御
祈
」
か
と
さ
れ
る
。
2
・
14
　
古
今
集
御
伝
受
あ
り
。
職
仁
親
王
が
こ
れ
を
授
け
奉
る
。
2
・
24
　
古
今
集
御
伝
受
竟
宴
和
歌
御
会
あ
り
。
題
は
「寄
レ
道
祝
言
」
(
民
部
卿
為
村
が
　
行
な
わ
れ
た
。
講
師
は
蔵
人
右
中
弁
光
房
で
奉
行
は
庭
田
前
　
大
納
言
重
熈
で
あ
る
。　
『列
聖
』
に
御
製
五
首
が
収
め
ら
れ
　
て
い
る
。
⑫
　
こ
の
日
の
竟
宴
和
歌
御
会
は
、
歌
仙
公
卿
摂
政
内
前
已
下
　
十
一
人
、
殿
上
人
蔵
人
頭
左
中
弁
伊
光
朝
臣
已
下
九
人
、
蔵
　
人
右
中
弁
光
房
、
そ
し
て
式
部
卿
家
仁
親
王
已
下
四
人
等
が
　
参
仕
し
た
。
中
務
卿
職
仁
親
王
は
病
に
よ
り
不
参
。
し
か
　
し
、
和
歌
は
献
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
小
御
所
に
お
い
て
披
講
　
が
あ
っ
た
(披
講
和
歌
は
「御
製
倶
卅
六
首
」
で
あ
っ
た
)。
　
垂
簾
出
御
で
あ
る
。
読
師
は
右
大
臣
輔
平
、
下
読
師
は
左
衛
　
門
督
隆
望
、
講
師
は
蔵
人
頭
左
中
弁
伊
光
朝
臣
、
講
頌
は
按
　
察
使
有
美
(発
声
)
、
同
公
卿
民
部
卿
為
村
已
下
六
人
で
あ
　
る
。
御
製
の
読
師
は
摂
政
内
前
、
同
じ
く
講
師
は
別
当
益
　
房
、
奉
行
は
万
里
小
路
前
大
納
言
政
房
で
あ
る
。
こ
の
と
き
　
の
御
製
が
『列
聖
』
に
「竟
宴
御
会
」
と
し
て
み
え
る
。
　
　
絶
え
せ
じ
な
む
べ
す
な
ほ
な
る
教
を
も
　
　
　
　
代
代
に
つ
た
ふ
る
言
の
葉
の
道
⑬
　
　『宸
翰
英
華
』
一
一
五
〇
「宸
筆
御
懐
紙
」
(
一
幅
)
〈
高
　
松
宮
御
所
蔵
〉
の
次
の
御
製
で
あ
る
。
　
　
　
わ
れ
も
ま
た
恵
を
あ
ふ
ぐ
す
ゑ
と
を
き
　
　
　
　
こ
と
葉
の
み
ち
の
お
や
と
た
の
み
て
⑭
　
　『宸
翰
英
華
・』
一
一
五
五
「宸
筆
御
短
冊
」
(五
枚
)
〈大
　
阪
市
住
吉
神
社
蔵
〉
お
よ
び
同
=
五
六
「宸
筆
御
短
冊
」
　
(
五
枚
)　
〈
和
歌
山
市
玉
津
島
神
社
蔵
〉
と
『列
聖
』
に
十
　
首
入
っ
て
い
る
。
⑯
　
柿
本
神
影
は
信
実
朝
臣
の
画
で
、
延
享
二
年
烏
丸
故
前
内
　
大
臣
光
栄
が
求
め
献
じ
た
も
の
と
い
う
。
宝
暦
十
一
、
十
二
　
年
は
、
記
録
所
を
も
っ
て
供
所
と
し
た
。
読
師
は
葉
室
前
大
　
納
言
頼
要
、
講
師
は
蔵
人
頭
左
中
弁
伊
光
朝
臣
、
講
頌
権
中
　
納
言
雅
重
(
発
声
)
、
奉
行
は
庭
田
前
大
納
言
重
熈
、
蔵
人
　
右
中
弁
光
房
詠
進
。　
『列
聖
』
に
次
の
御
製
が
み
え
る
。
　
　
す
ゑ
と
ほ
く
神
も
さ
こ
そ
は
守
る
ら
め
　
　
　
　
た
む
け
て
仰
ぐ
や
ま
と
言
の
葉
⑯
　
　『宸
翰
英
華
・』
一
一
五
七
「宸
筆
御
短
冊
」
(
五
枚
)
〈島
　
根
県
柿
本
社
蔵
〉
の
御
製
五
首
で
、　
『列
聖
』
に
も
題
と
共
　
に
入
っ
て
い
る
。
古
今
伝
受
の
御
報
賽
で
あ
る
。
⑰
　
『宸
翰
英
華
』
一
一
五
八
「宸
筆
御
短
冊
」
(五
枚
)
〈北
　
野
神
社
蔵
〉
の
御
製
五
首
で
、　
『列
聖
』
に
も
題
と
共
に
入
358
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明
和
五
(
一
七
六
八
・
29
)
⑨
・
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
出
す
)
。
3
・
14
　
先
月
の
竟
宴
に
際
し
て
御
製
一
首
　
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
に
賜
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
日
、
住
吉
社
お
よ
び
玉
津
島
社
に
そ
の
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
賽
の
た
め
に
納
め
ら
れ
た
御
製
各
々
五
首
が
あ
る
。
同
・
18
　
小
御
所
に
お
　
　
　
　
　
　
⑮
い
て
柿
本
神
影
供
あ
り
。
題
は
「寄
レ
神
祝
」
(権
中
納
言
雅
重
出
す
)。
5
・
18
　
石
見
国
(島
根
県
)
お
よ
び
播
磨
国
(兵
庫
県
)
の
柿
本
社
に
御
法
楽
の
御
製
各
五
首
が
納
め
ら
れ
た
。
こ
れ
も
古
今
伝
受
の
御
報
賽
で
あ
る
。
6
・
19
　
聖
廟
御
法
楽
あ
り
。
古
今
伝
受
の
御
報
賽
で
あ
ろ
う
、
　
　
　
　
　
り　
　　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　　
　　
　な
　
　
　
　
な
　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
ロ
製
が
あ
る
。
7
・
7
和
歌
御
会
。
題
は
「
懐
二
牛
女
こ
。
9
・
五
首
の
御
9
　
和
歌
御
会
。
題
は
「対
レ菊
契
レ秋
」
(
民
部
卿
為
村
出
す
)
。
9
・
16
　
水
無
瀬
宮
　
　
⑳
御
法
楽
に
御
製
三
首
あ
り
。
儲
君
英
仁
親
王
の
御
読
書
、
孝
経
、
終
了
の
こ
と
に
よ
り
、
女
院
(
開
明
門
院
)
を
始
め
諸
所
よ
り
祝
儀
の
品
々
が
届
け
ら
れ
、
お
祝
い
の
儀
が
行
わ
れ
　
　
　
⑳
た
と
宸
記
に
み
え
る
。
※
1
・
24
摂
政
内
前
の
息
師
久
が
元
服
。
こ
の
「師
久
」
と
い
う
名
字
は
宸
翰
を
以
っ
て
賜
わ
っ
た
。
12
・
2
　
英
仁
親
王
の
御
読
書
と
し
て
大
学
を
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
宸
記
に
み
え
る
。
正
.
24
　
和
歌
御
会
始
。
題
は
「松
竹
春
増
レ
色
」　
(
民
部
卿
為
村
出
す
)
。
正
・
26
　
　
　
　
和
歌
御
会
あ
り
(当
年
初
度
)。
　
　
　
※
2
・
19
儲
皇
無
品
英
仁
親
王
(
1
歳
)
を
皇
太
子
に
册
立
。
節
会
。
恒
の
　
　
　
　
如
く
垂
簾
出
御
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
2
・
2
　
水
無
瀬
宮
和
歌
御
法
楽
あ
り
(短
冊
。
記
録
所
に
お
い
て
な
り
)。
　
　
　
※
3
・
15
春
宮
御
元
服
、
来
八
月
と
治
定
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
3
・
18
　
柿
本
神
影
供
和
歌
御
会
あ
り
(
小
御
所
に
お
い
て
)
。
題
は
「吉
野
山
桜
」
　
　
　
　
(
右
兵
衛
督
為
泰
出
す
)
。
　
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
古
今
伝
受
の
御
報
賽
で
あ
ろ
う
。
⑱
題
は
、
奉
行
等
右
兵
衛
督
為
泰
、
蔵
人
右
中
弁
紀
光
(
元
　
光
房
、
六
月
四
日
改
名
)
詠
進
。　
『
列
聖
』
に
「
憶
牛
女
七
　
夕
御
会
」
と
し
て
御
製
一
首
あ
り
。
⑲
　
奉
行
は
万
里
小
路
前
大
納
言
政
房
。
蔵
人
右
中
弁
紀
光
も
　
詠
進
。
　
『
列
聶
』
に
も
「
重
陽
御
会
」
と
し
て
御
製
一
首
が
　
み
え
る
。
⑳
　
　『
宸
翰
英
華
』
一
一
五
九
「宸
筆
御
短
冊
」
(
三
枚
)
〈
大
　
阪
府
水
無
瀬
神
宮
蔵
〉
お
よ
び
『
列
聖
』
に
御
製
三
首
み
え
　
る
。
こ
れ
も
「蓋
し
古
今
伝
受
の
御
報
賽
で
あ
ら
う
。
」
(同
　
書
四
九
二
頁
)
と
解
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
先
の
諸
社
と
同
　
じ
で
あ
る
。
⑳
　
『
宸
翰
英
華
』
一
一
四
六
「宸
筆
御
記
」
(
四
十
一
冊
)
　
〈京
都
御
所
東
山
御
文
庫
御
物
〉
、
明
和
四
年
閏
九
月
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
(読
)
　
日
条
に
、
「
し
ん
王
と
く
書
孝
経
上
ル
。
御
ま
な
ま
い
る
。
あ
　
な
た
よ
り
も
ま
い
る
。
か
け
ご
松
も
や
う
ぶ
ん
こ
、
末
広
入
　
進
上
、
女
院
さ
ま
よ
り
香
箱
香
上
ル
。
摂
政
よ
り
紅
葉
枝
、
　
巻
物
稙
瞞
、
参
る
。
摂
政
、
両
て
ん
、
葉
む
ろ
、
ふ
し
原
、
　
　
(議
奏
)
　
当
番
ぎ
そ
う
。
三
卿
小
ざ
し
き
に
て
九
も
じ
也
。
に
ぎ
く
　
也
。
」
と
あ
る
。
㈱
　
『
宸
翰
英
華
』
一
一
四
六
「宸
筆
御
記
」
十
二
月
二
日
条
　
に
「
し
ん
王
御
と
く
書
大
が
く
、
は
じ
め
ら
れ
候
事
申
。
何
　
時
に
て
も
と
申
さ
る
鼠
。」
と
あ
り
、
解
説
に
も
「儲
君
御
　
学
問
の
事
に
深
き
叡
慮
を
注
が
せ
給
ふ
御
様
子
が
窺
は
れ
　
る
。」
　
(
四
八
三
頁
)
と
あ
る
。
鱒
読
師
は
油
小
路
大
納
言
隆
前
、
講
師
は
蔵
人
頭
左
中
弁
伊
　
光
朝
臣
、
講
頌
庭
田
前
大
納
言
重
熈
(
発
声
)
。
右
衛
門
督
　
益
房
、
蔵
人
右
中
弁
紀
光
詠
進
す
。　
『
列
聖
』
に
御
製
あ
　
り
。
す
な
わ
ち
「
わ
が
園
の
春
に
あ
ひ
お
ひ
の
松
竹
は
お
な
　
じ
千
年
の
い
ろ
を
添
ふ
ら
し
」
で
、
さ
ら
に
こ
れ
に
つ
づ
け
　
て
「神
祗
」
と
題
し
て
次
の
御
製
が
あ
る
。
　
「
ま
も
れ
な
ほ
　
伊
勢
の
内
外
の
宮
ば
し
ら
天
つ
日
つ
ぎ
の
末
な
が
き
世
を
」
　
で
あ
る
。
こ
の
正
月
十
三
日
に
、
来
月
十
九
日
儲
皇
親
王
の
　
立
坊
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
詠
ま
れ
た
　
も
の
で
あ
ろ
う
。
㈱
講
師
は
左
少
将
為
章
朝
臣
、
奉
行
は
庭
田
前
大
納
言
重
　
熈
。
蔵
人
右
中
弁
紀
光
は
参
仕
し
詠
進
す
。　
『
列
聖
』
に
359
史 窓
明
和
六
(
一
七
六
九
・
30
)
3
・
20
正
・
24
3
・
18
百
首
宸
詠
和
歌
(
二
筥
各
台
に
載
す
)
を
伊
勢
両
宮
に
奉
納
せ
ら
る
。
4
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
24
　
「
海
辺
松
」
と
い
う
題
の
御
製
一
首
あ
り
。
5
・
24
　
「橘
薫
風
」、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
「鵜
河
」
と
い
う
題
の
御
製
二
首
あ
り
。
7
・
7
　
和
歌
御
会
。
題
は
「
七
夕
手
向
L
(
左
少
将
為
章
朝
臣
出
す
)
。
8
・
9
　
已
刻
、
東
宮
(
1
歳
)
南
殿
(
土
御
門
里
内
)
に
お
い
て
御
元
服
の
儀
あ
り
。
主
上
御
同
座
。
9
・
9
　
　
　
鱒
和
歌
御
会
。
題
は
「
寄
レ
菊
祝
」
。
1
　
　
　
　
　
3⇒
・
9
　
七
社
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
代
何
の
さ
わ
り
も
な
く
、
英
仁
親
王
が
立
派
に
ご
成
長
に
な
り
立
坊
・
御
元
服
も
無
事
に
す
ま
さ
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
朝
廷
ご
繁
昌
、
歌
道
繁
栄
、
天
下
太
平
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
鋤
和
歌
御
会
始
。
題
は
「鶯
有
二歓
声
こ
(
左
少
将
為
章
出
す
)
。
2
・
2
　
水
無
瀬
宮
和
歌
御
法
楽
あ
り
(記
録
所
に
お
い
て
)。
小
御
所
に
お
い
て
柿
本
神
影
供
和
歌
御
会
あ
り
。
題
は
「寄
花
神
祗
」　
(右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
兵
衛
督
為
泰
出
す
)
。
3
・
24
　
和
歌
御
会
あ
り
。
題
は
「寄
レ
鶴
祝
」　
(新
大
納
言
雅
重
出
す
)
。
4
・
24
こ
の
日
、
「述
懐
」
と
題
さ
れ
た
御
製
「
お
ろ
か
な
る
心
な
が
ら
に
国
民
の
な
ほ
や
す
か
れ
と
お
も
ふ
あ
け
く
れ
」
な
る
一
首
が
詠
ま
れ
た
。
5
・
1
　
東
宮
ご
成
長
(十
二
歳
)
に
よ
り
、
来
年
冬
に
は
こ
譲
位
あ
る
べ
き
旨
が
定
ま
る
。
こ
れ
「東
風
」
吹
き
来
る
間
、
に
わ
か
に
仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
7
・
7
　
和
歌
御
会
。
題
は
「
七
夕
迎
レ夜
」
(
民
部
卿
為
村
出
す
)
。
9
・
3
　
今
夜
亥
刻
、
伊
勢
の
内
宮
ご
遷
宮
に
よ
り
こ
の
時
刻
、
石
灰
壇
代
に
御
し
て
、
ご
祈
念
さ
れ
る
。
9
・
6
　
夜
亥
刻
、
外
　
宮
の
こ
遷
宮
に
よ
り
内
宮
と
同
じ
く
祈
念
さ
れ
る
。
※
9
・
8
青
綺
門
院
(
女
院
御
所
、
桜
町
殿
の
北
殿
)
の
御
庫
が
火
事
と
な
　
る
(
盗
賊
の
し
わ
ざ
で
火
薬
で
切
り
破
ら
れ
た
と
い
う
)。
桜
町
院
の
宸
翰
　
や
重
宝
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
　
「
立
春
」
と
題
さ
れ
た
御
製
が
一
首
あ
る
。
⑳
講
師
は
蔵
人
右
中
弁
紀
光
、
奉
行
は
油
小
路
大
納
言
隆
前
　
で
あ
っ
た
。
　
『
列
聖
』
に
「
て
ら
す
月
か
げ
」
と
題
さ
れ
た
　
御
製
一
首
が
あ
る
。
鱒
　
読
師
は
源
大
納
言
輔
忠
、
講
師
左
少
将
為
章
朝
臣
、
講
頌
　
庭
田
前
大
納
言
重
熈
(
発
声
)
。
奉
行
は
権
中
納
言
雅
重
、
　
蔵
人
右
中
弁
紀
光
詠
進
す
。
　
『
列
聖
』
に
御
製
一
首
あ
り
。
鋤
・
鰺
　
こ
の
三
首
は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
で
、
平
成
十
　
一
年
六
月
五
日
～
七
月
二
十
五
目
ま
で
行
な
わ
れ
た
特
別
展
　
「
宸
翰
と
日
本
文
化
の
伝
統
」
の
図
録
に
み
え
る
「
48
後
桜
　
町
天
皇
　
和
歌
懐
紙
(
三
首
)
　
一
幅
〈
書
陵
部
>
」
の
解
説
　
で
は
、
明
和
七
年
頃
の
も
の
で
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
　
る
。
し
か
し
、
　
『
列
聖
』
の
明
和
五
年
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
　
い
る
の
で
こ
こ
に
掲
げ
た
。
な
お
飭
の
一
首
は
四
月
二
十
四
　
日
、
囲
の
二
首
は
五
月
二
十
四
日
と
な
っ
て
い
る
。
㈱
　
奉
行
は
権
中
納
言
雅
重
。
蔵
人
右
中
弁
紀
光
詠
進
す
。
　
『
列
聖
』
に
「
七
夕
御
会
」
と
し
て
御
製
一
首
あ
り
。
㈹
　
題
者
奉
行
等
右
兵
衛
督
為
泰
、
蔵
人
右
中
弁
紀
光
詠
進
。
　
『
列
聖
』
に
「
重
陽
御
会
」
と
し
て
次
の
御
製
一
首
あ
り
。
　
「
植
ゑ
お
き
し
わ
が
九
重
の
菊
に
今
朝
お
き
そ
ふ
つ
ゆ
は
千
　
代
の
数
か
も
」
。
鋤
　
　
『宸
翰
英
華
』
一
一
四
六
「宸
筆
御
記
」
明
和
五
年
十
一
月
九
塁
に
.伊
勢
/
石
漿
氈
暮
/
松
尾
/
平
野
/
　
い
な
り
/
春
日
/
今
度
七
社
奉
へ
い
の
事
、
当
代
何
の
さ
は
　
り
な
く
、
当
春
立
坊
、
当
秋
元
服
す
る
く
と
す
み
候
に
付
　
て
也
。
な
ほ
ー
長
久
、
朝
て
い
は
ん
じ
や
う
、
歌
道
は
ん
　
栄
、
天
下
太
平
心
願
共
也
。
東
宮
す
る
す
る
と
成
長
、
御
長
　
久
御
は
ん
じ
や
う
願
共
也
。
L
と
あ
る
。
㈱
　
読
師
は
春
宮
大
夫
賞
季
、
講
師
は
蔵
人
頭
左
中
弁
紀
光
、
　
講
頌
は
鷲
尾
前
大
納
言
隆
熈
(
発
声
)
。
奉
行
は
右
兵
衛
督
　
為
泰
。　
『
列
聖
』
に
次
の
御
製
一
首
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
幾
千
代
の
春
を
ち
ぎ
り
て
聞
き
は
や
す
初
音
う
れ
し
き
宮
　
の
う
ぐ
ひ
す
」
で
あ
る
が
、
こ
の
御
製
は
、
前
年
英
仁
親
王
　
の
立
坊
お
よ
び
御
元
服
の
こ
と
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
　
が
わ
か
る
。
⑳
講
師
は
蔵
人
権
右
少
弁
経
逸
。
　
『
列
聖
』
に
、
「
春
夕
月
し
　
の
題
で
御
製
一
首
あ
り
。
鋤
　
読
師
は
油
小
路
大
納
言
隆
前
、
講
師
は
蔵
人
頭
左
中
弁
紀
360
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明
　
和
　
七
(
一
七
七
〇
・
31
U
Q
4　
・
Q
ゾ
正
・
24
和
歌
御
会
。
題
は
「毎
秋
愛
レ菊
」
。
10
・
8
　
ご
譲
位
は
来
年
十
一
月
、
御
即
位
は
来
々
年
夏
と
定
ま
る
。
10
・
21
　
此
日
、
俄
か
に
和
歌
て
に
を
は
の
口
伝
を
兵
部
卿
織
仁
親
王
(十
六
歳
)
に
伝
え
賜
う
。
こ
れ
は
父
親
王
(
職
仁
)
病
い
急
の
た
め
と
い
う
。
10
・
2
　
一
品
中
務
卿
職
仁
親
王
(霊
元
院
皇
子
、
桃
園
院
や
当
代
な
ど
の
和
歌
御
師
範
)
薨
ず
(
五
十
七
歳
)
。
よ
っ
て
今
日
よ
り
三
日
間
、
廃
朝
。
和
歌
御
会
始
。
題
は
「
迎
レ春
祝
レ代
」
(
飛
鳥
井
大
納
言
雅
重
出
す
)
。
正
・
　
　
　
　
　
　
　
翰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛
26
　
和
歌
当
座
御
会
あ
り
(今
年
初
度
)
。
2
・
25
　
北
野
宮
和
歌
御
法
楽
あ
り
(
常
の
如
く
記
録
所
に
お
い
て
)。
3
・
18
　
小
御
所
に
お
い
て
、
柿
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
本
神
影
供
和
歌
御
会
あ
り
。
題
は
「
花
色
似
レ雲
」　
(左
少
将
為
章
朝
臣
出
す
)
。
3
・
26
　
主
上
よ
り
摂
政
内
前
に
伊
勢
物
語
口
伝
を
授
け
賜
う
。
3
・
　
　
　
　
28
　
御
譲
位
後
の
仙
洞
と
な
る
桜
町
院
旧
地
「桜
町
殿
」
の
本
作
始
あ
り
。
　
　
　
※
東
宮
御
即
位
、
来
年
四
月
に
定
ま
る
。
　
　
　
　
　
　
　
⑫
7
・
7
　
和
歌
御
会
。
題
は
「
七
夕
草
し
(
左
少
将
為
章
朝
臣
出
す
)
。
9
・
9
　
和
歌
　
　
　
　
御
会
。
勅
題
(
当
代
初
度
)
は
「禁
庭
菊
」
。
9
・
28
　
桜
町
殿
棟
上
げ
。
　
　
　
　
10
・
13
　
御
譲
位
は
、
来
月
廿
四
日
と
密
か
に
定
む
。
10
・
15
　
摂
政
内
前
、
蔵
人
頭
左
大
弁
紀
光
を
以
っ
て
太
政
大
臣
を
罷
め
た
い
と
請
う
。
去
年
も
去
々
年
も
申
請
が
あ
っ
た
が
許
さ
れ
ず
。
今
回
も
重
ね
て
叡
慮
あ
る
べ
き
旨
が
　
仰
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
辞
意
に
対
し
て
天
皇
よ
り
内
前
に
賜
わ
っ
た
御
　
製
が
あ
る
。
1
・
24
　
天
皇
、
土
御
門
里
内
に
お
い
て
皇
太
子
英
仁
親
王
に
　
譲
位
。
新
主
御
同
坐
た
る
に
よ
り
、
剱
璽
渡
御
の
儀
は
な
し
。
こ
の
後
、
旧
　
主
(後
桜
町
女
帝
)
は
廊
を
経
て
北
殿
(暫
く
仮
仙
居
と
す
)
に
渡
御
す
。
※
1
・
24
土
御
門
里
内
に
て
受
禅
(
天
皇
13
歳
)
。
前
太
政
大
臣
内
前
、
元
　
の
如
く
摂
政
と
な
る
。
　
光
、
講
頌
は
按
察
使
有
美
(
発
声
)。
奉
行
は
右
兵
衛
督
為
　
泰
。　
『
列
聖
』
に
「
こ
の
神
の
た
む
け
に
つ
き
ぬ
言
の
葉
の
　
は
な
も
千
年
の
春
を
か
さ
ね
む
」
の
御
製
が
あ
る
。
㈹
　
こ
の
日
、
春
宮
御
詠
を
献
ぜ
ら
る
る
と
云
う
。
但
し
、
披
　
講
お
よ
び
奉
行
は
な
い
。
密
儀
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
　
と
い
う
。
近
頃
、
群
鶴
が
内
裏
の
上
を
舞
う
故
で
あ
ろ
う
と
　
い
う
。　
『
列
聖
』
に
は
、
同
日
で
あ
る
が
題
が
異
り
、
御
製
　
三
首
が
み
え
る
。
㈹
　
奉
行
は
権
中
納
言
益
房
。
蔵
人
頭
左
中
弁
紀
光
も
詠
進
　
す
。　
『
列
聖
』
に
御
製
一
首
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
、
　
春
宮
(後
桃
園
天
皇
)
の
御
歌
も
あ
る
。
匈
　
題
者
奉
仕
等
は
飛
鳥
井
大
納
言
雅
重
。
蔵
人
頭
左
大
弁
紀
　
光
詠
進
す
。
　
『
列
聖
』
に
御
製
一
首
あ
り
。
鱠
　
読
師
は
飛
鳥
井
大
納
言
雅
重
(
奉
行
を
兼
ね
る
)
。
講
師
　
は
左
少
将
為
章
朝
臣
。
講
頌
は
鷲
尾
前
大
納
言
隆
熈
(
発
　
声
)
。
蔵
人
頭
左
大
弁
紀
光
詠
進
す
。
『
列
聖
』
に
次
の
御
製
　
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、　
「諸
人
も
ひ
と
つ
こ
こ
ろ
に
祝
ふ
　
代
の
ゆ
た
け
さ
見
え
て
春
ぞ
た
の
し
き
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
　
は
今
年
十
一
月
の
こ
譲
位
も
き
ま
っ
て
の
詠
歌
で
あ
る
。
㈲
　
講
師
は
蔵
人
左
中
弁
光
祖
。
奉
行
は
民
部
卿
隆
前
。
蔵
人
　
頭
左
大
弁
紀
光
参
仕
し
、
詠
進
す
。
『
列
聖
』
に
「
立
春
風
」
　
と
し
て
次
の
一
首
が
あ
る
。
　
「
や
は
ら
ぐ
る
春
た
つ
今
日
に
　
吹
く
風
は
民
の
草
葉
に
ま
つ
お
よ
ぶ
ら
し
」
で
あ
る
が
、
こ
　
こ
に
天
皇
と
し
て
常
に
民
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
　
が
わ
か
る
(
明
和
六
、
四
、
二
十
四
の
御
製
「述
懐
」
な
ど
　
も
同
趣
)
。
後
年
、
後
桜
町
上
皇
か
ら
の
御
教
訓
の
御
消
息
　
に
対
す
る
光
格
天
皇
の
御
返
書
に
は
「
仰
之
通
何
分
自
身
を
　
後
に
し
、
天
下
万
民
を
先
と
し
…
…
」
(『
宸
翰
英
華
』
第
二
　
冊
、
=
一三
七
コ
辰
筆
・御
消
息
L
一
通
〈
京
都
御
所
東
山
御
　
文
庫
御
物
〉
と
い
う
上
皇
の
お
教
え
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
　
る
。
㈲
　
講
師
は
蔵
人
頭
左
大
弁
紀
光
。
奉
行
は
民
部
卿
隆
前
。
　
『
列
聖
』
に
「
聖
廟
御
法
楽
」
と
し
て
御
製
あ
り
。
㈹
　
読
師
は
春
宮
大
夫
賞
季
。
講
師
蔵
人
頭
左
大
弁
紀
光
。
講
　
頌
は
按
察
使
有
美
(
発
声
)
。
奉
行
は
民
部
卿
隆
前
。　
『
列
　
聖
』
に
御
製
あ
り
。
㈱
　
奉
行
は
民
部
卿
隆
前
。
蔵
人
頭
左
大
弁
紀
光
詠
進
。　
『
列
　
聖
』
に
題
「
七
夕
草
花
」
と
し
て
御
製
一
首
あ
り
。
s61
、 史 窓
明
和
八
(
一
七
七
一
・
32
)
1
・
24
　
旧
主
御
所
に
お
い
て
院
司
を
補
す
。
右
大
臣
輔
平
を
執
事
と
な
す
。
正
・
18
　
三
十
六
歌
仙
絵
を
院
の
御
所
と
な
る
桜
町
殿
鎮
守
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
る
。
し
　
　
　
　
ば
ら
く
し
て
桜
町
殿
造
り
お
わ
る
。
正
・
25
　
院
(後
桜
町
上
皇
)
禁
裏
北
　
　
　
　
殿
よ
り
移
徙
し
て
桜
町
新
仙
洞
に
幸
す
。
㈹
　
奉
行
は
庭
田
前
大
納
言
重
熈
。
　
『
列
聖
』
に
御
製
あ
り
。
㈲
　
　『
宸
翰
英
華
』
　
(
第
二
冊
)
一
一
七
〇
「宸
筆
御
詠
草
」
　
〈
陽
明
文
庫
蔵
〉
の
次
の
一
首
で
あ
る
。
　
「
を
う
か
な
る
わ
　
れ
を
た
す
け
の
ま
つ
り
ご
と
な
を
も
か
は
ら
ず
た
の
む
と
を
　
し
れ
」
。
以
前
よ
り
辞
意
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
の
で
、
ど
の
　
時
の
御
製
か
は
判
明
し
な
い
が
、
こ
こ
で
掲
げ
て
お
く
。
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〈平
成
十
二
年
八
月
三
十
日
稿
〉
後桜町女帝年譜稿
近衛前子(中和門院)1㏄後陽成天皇
尚
煕
昭
子
内
親
王
(後
水
尾
皇
女
)
近
衛
信
尋
108
 
後
水
尾
天
皇
・基
煕
常
子
内
親
王
(後
水
尾
皇
女
)
109
 
明
正
女
帝
110
 
後
光
明
天
皇
111
 
後
西
天
皇
112
 
霊
元
天
皇
・
憲
子
内
親
王
(霊
元
皇
女
)
家
煕
藤
原
量
子
藤
原
賀
子
113
 
東
山
天
皇
職
仁
親
王
1
(有
栖
川
宮
)
家
久
(新
中
和
門
院
)
藤
原
煕
子
114
 
中
御
門
天
皇
源
夏
子
直
仁
親
王
(閑
院
宮
)
織
仁
親
王
二
条
吉
忠
菅
原
利
子
姉
小
路
実
武
成
子
内
親
王
典
仁
親
モ
大
江
磐
代
勧
修
寺
経
逸
内
前
ー
(青
綺
門
院
)
藤
原
舎
子
115
 
桜
町
天
皇
藤
原
定
子
(開
明
門
院
)
一
条
兼
香
1
119
 
光
格
天
皇
藤
原
媾
子
盛
子
内
親
王
117
鬮 
(智
子
内
親
王
)
116
 
桃
園
天
皇
藤
原
富
子
(恭
礼
門
院
)
一
条
道
香
120
 
仁
孝
天
皇
董
子
女
王
経
煕
(も
と
師
久
)
(盛
化
門
院
)
藤
原
維
子
118
基
前
後
桃
園
天
皇
(英
仁
親
王
)
欣
子
内
親
王
※本系図は太田亮博士 『姓氏家系大辞典』巻頭 「皇室御系図」などにより作成。
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